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上
段
は
工
事
前
の
状

況
を
牛
牧
側
か
ら
、

下
段
は
工
事
後
の
現

状
を
下
方
か
ら
撮
影

し
た
も
の
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下
市
田
牛
牧
坂
地
区
で

は
六
十
二
年
度
の
土
地
改

良
総
合
整
備
事
業
と
し
て

牛
牧
坂
百
田
地
籍
の
区
画

整
理

（
二

・
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
農
道
工
事

（
四
八
七

メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四

・
五

メ
ー
ト
ル
）
が
昨
年
十

一

月
か
ら
進
め
ら
れ
今
年
二

月
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
百
田
と
い

わ
れ
た
細
か
い
傾
斜
地
の

農
地
が
見
違
え
る
ほ
ど
の

適
正
な
耕
地
に
生
れ
変
り
、

牛
牧
か
ら
下
市
田
へ
通
ず

る
道
路
も
開
通
整
備
さ
れ

将
来

へ
向

っ
て
の
、
こ
の

地
区
の
環
境
が
大
き
く
変

貌
し
た
。
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昭和63年 4月 1日 下 市 田 区 報 第 12号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長
　
下
　
井
　
武
　
平

一
、
裁
判
に
つ
い
て
は
昨
年
十
二
月
三
日
、

本
年
に
な

っ
て

一
月
十
二
日
、
二
月
十

一

日
の
三
回
開
廷
さ
れ
三
回
共
西
沢
先
生

一

人
出
廷
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
方
の
提
出
証

拠
書
類
に
対
し
相
手
方
も
毎
回
反
証
を
提

出
し
末
だ
結
審
に
至
ら
ず
、
次
回
は
四
月

二
十
二
日
開
廷
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
昨
年
末
に
三

社
の
進
出
が
決
ま
り
、
こ
れ
に
て
全
面
積

が
満
杯
と
な
り
ま
し
た
。
県
森
連
は
別
と

し
て
十
六
社
で
あ
り
ま
す
。

三
、
林
務
関
係
で
は
二
月
六
日
よ
り
本
年

度
の
山
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
、
牡
体
関
係
で
は
竜
西
線
、　
一
の

一
号

線
、　
一
三
線
の
工
事
が
続
行
さ
れ
、
新
た

に
国
道

一
五
三
号
線
の
歩
道
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

五
、
水
利
関
係
で
は
唐
沢
川
の
バ
イ
パ
ス

（塩
沢
先
生
宅
北
側
付
近
）工
事
が
関
係
地

権
者
の
御
理
解
に
依
り
実
施
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
又
町
よ
り
上
水
道
取
水
量

増
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
今
後
水
利

委
員
を
中
心
に
町
と
話
し
合
い
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

六
、
厚
生
関
係
に
つ
い
て
は

一
般
廃
棄
物

蒐
集
に
伴
な
う
分
別
に
つ
き
常
会
長
さ
ん
、

社
会
部
長
さ
ん
等
の
御
協
力
に
依
り
大
変

成
果
を
挙
げ
得
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

1.収入の部

昭和 63年度 下市田区一般会計歳入歳出予算
2.支出の部      昭和63年 3月 28日 決議
区   分 李彗纂1撃 1賃騒1比較 説    明

1.総 務 費 |

2厚 生 費 |

3琳 務 費
|

4.土 木 費

5.水 利 費

6.消 防 費

7.公民館費

8.予 備 費

千円

11,219

587

1,490

7.060

4,005

1,478

2,666

1,756

千綱

10,839

587

1,490

6,920

2,405

978

2,570

1,411

別途会計

T綱 |

3801

0 1

0

140

1,600

500

96

345

合  計 30,261 27.200 3,061

萩山神社
会  計 2,643 2,285 358

昭和 63年度 下市田公民館年間行事計画

区  分 本年度予算額
前年度
予算額

比 較 説 明

1.区  費

2.繰 入 金

3.町支出金

4.財産収入

5.寄 付 金

6.繰 越 金

7.諸 収 入

1調

12,240

8,021

3,800

1,000

2,600

1,000

1,600

書Ч
9,000

8,700

3,800

1,000

2,600

500

1,600

千円
3,240

-679

0

0

0

500

0

個人・法人区費・道路改良基金

地域振興基金利子

各種事業補助金その他

貸地料その他

各種事業地元負担金その他

前年度繰越金

山作業不足その他

合  計 30,261 27,200 3,061

萩山神社
会  計 2,643 2,285 358

〔養・視聴覚部
:区 ・ 町 )

コ ミユ ニ ァ ィ
(体育関係各部落)

コミユニティ。その他
(各 部落他 )

月日曜 行 事 内 容 月日曜 行 事 内 容 月日曜 行 事 内 容 月日曜 行 事 内 容

6/19日

7/17日

8/16火

10/10月

11/23水

64年
2/19日

3//12日

区ミニバレー球技(ドッチボ
ール)大会  (町民体育館)

町40歳以上ソフトボー″大会
町ママサンバレーボール大会

(町民グランド、
町体育館他)

町盆野球大会
(町民グランド)

町体協スポーツ祭

町駅伝大会

区スポーツ大会
(町民体育館)

町卓球大会
(町民体育館)

6/12日

7/30土

7/31日

9/25日

10/15土
16日

10/16日

11/19土
へ́20日
64年
2/18土

教養講演会
(下市田公民館)

萩の里まつり
(下市田保育園)

町夏休み子供映画会
(町公民館)

区カラオケ大会
(下市田公民館)

下市田区文化まつり
↓ (下市田公民館)

下市田敬老会
(下市田公民館)

町文化祭
(町公民館)

地元町議懇談会
(下市田公民館)

4/10日

4/24日

5/15日

8/28日

10/23日

2区区民ミニバレー大会
(2区広場)

1区ソフトボール大会
(町民グランド)

6区 ソフトボール大会
(町民グランド)

4区 スポーツ大会
(南小校庭・体育館)

5区常会対抗スポーツ大会
(南小校庭・体育館)

2区区民ミニバレー大会
(2区広場)

1区運動会
(南小校庭・町民体育館)

3区運動会
(下市田保育園)

4/14木 町有線
うたくらべ大会
(福祉センター)
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萩
山
神
社
最
近

の
情
勢

氏
子
総
代
長
　
林
　
　
　
　
　
明

当
番
常
会
長
さ
ん
方
々
に
も
出

教
養
部
の

年
度
計
画
に
つ
い
て

教
養
部
長
　
木
村
隆
雄

来
る
限
り
御
奉
仕
の
時
間
を
短

縮
し
て

一
層
賑
や
か
な
祭
典
が

で
き
ま
す
よ
う
心
掛
け
る
所
存

で
あ
り
ま
す
故
宜
敷
く
御
協
力

の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

間
。
な
お
八
月
は
十
日
の
日
に

下
市
田
図
書
館

（旧
下
市
田
保

育
園
）
に
て
貸
出
し
を
お
こ
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
区
民
の
皆

様
の
御
利
用
を
是
非
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
長
年
に
亘
り
未
返
還
の

図
書
も
有
り
ま
す
の
で
そ
の
様

な
図
書
は
大
至
急
御
返
還
下
さ

の
皆
様
方
も
本
当
に
大
変
な
年

で
有

っ
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
を
振
り
返

っ
て
見
て

思
う
事
は
、　
一
部
で
は
体
育
部

の
事
業
は
特
定
の
人
達
だ
け
で

行

っ
て
い
る
と
言
う
方
も
居
り

ま
す
が
、
体
育
事
業
は
区
民
の

皆
様
方
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
活
動

と
し
て
は
欠
く
事
の
出
来
な
い

公
民
館
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
を
振
り
返

っ
て
反
省

の
上
に
立
ち
、
六
十
二
年
度
は

体
育
の
事
業
も
今
迄
通
り
と

マ

ン
ネ
リ
化
せ
ず
大
き
く
変
え
新

し
い
心
息
と
し
て
区
民
の
皆
様

方
の
御
協
力
と
大
勢
の
皆
様
方

の
参
加
を
い
た
だ
け
る
様
に
事

業
の
計
画
を
考
え
取
組
み
た
い

と
思

っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
大

勢
の
区
民
の
皆
様
方
の
参
加
と

御
協
力
を
願
い
体
育
部
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
宜
敷
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

視
聴
覚
部

の

活
動

に
つ
い
て

視
聴
覚
部
長
　
橋
都
明
彦

六
十
二
年
度
視
聴
覚
部
の
活

動
は
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重

点
を
お
い
た
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
教
養
部
と
の
共
同
で
の
活

動
行
事
は
、
萩
の
里
ま

つ
り

・

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
二
つ
が
大
き

な
も
の
で
す
。
萩
の
里
ま

つ
り

で
は
主
に
裏
方
と
云
わ
れ
る
会

場
準
備
と
放
送
に
活
躍
し
ま
し

た
。
昨
年
度
の
反
省
点
か
ら
照

明
等
に
多
く
の
改
善
が
見
ら
れ
、

祭
り
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る

裸
電
球
に
よ
る
照
明
、
ト
イ
レ

方
面

へ
の
照
明
設
置
と
、
昨
年

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
明

る
い
会
場
作
り
が
で
き
ま
し
た
。

放
送
に
つ
い
て
は
ま
だ
改
善
す

一

る
所
が
あ
り
ま
す
が
。　
一
回

一
一

回
の
体
験
に
よ
り
、
よ
り
よ
い

一

も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
一

カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
年
々
盛
大
な

一

大
会
が
出
来
、
関
係
団
体

・
部

一

落
長
さ
ん
の
協
力
に
深
く
感
謝

一

い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
五
回
記

一

念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
内
容

一

の
充
実
し
た
大
会
で
、
参
加
者

一

も
最
高
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
一

六
十
三
年
度
の
活
動
で
は
、　
．

前
年
の
活
動
、
萩
の
里
ま

つ
り
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
よ
り

一
層
の

良
い
も
の
に
し
て
行
け
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年

は
、
公
民
館
に
ビ
デ
オ
と
テ
レ

ビ
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
ま
で
に
撮

っ
た
お
祭
り
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
ク
ラ
ブ
発
表
会

の
テ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
ｃ
公
民

館
に
そ
ろ
え
て
、
い
つ
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
の
で
御

利
用
下
さ
い
。
又
、
皆
さ
ん
の

御
意
見
、
御
希
望
を
ど
じ
ど
し

寄
せ
て
下
さ
る
事
を
希
望
い
た

し
ま
す
。

下
市
田
公
民
館
各
部
の
紹
介
と
お
願
い

昨
年
町
政
三
十
周
年
芸
能
祭

に
は
各
区
よ
り
昔
乍
ら
の
芸
能

披
露
が
あ
り
、
懐
し
い
伝
統
の

催
し
を
拝
見
で
き
、
現
代
の
世

知
辛
い
世
の
中
に
潤
い
を
注
い

で
く
れ
た
。
下
市
日
区
も
伝
統

芸
能
の
後
継
者
が
少
な
く
悩
み

の
種
は
ど
こ
の
区
も
同
じ
世
と

な

っ
て
い
る
。
忙
中
閑
あ
り
と
、

心
の
ゆ
と
り
を
持

っ
て
若
い
世

代
の
方
々
の
御
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
大
で
あ
り
ま
す
。
又

神
社
に
対
し
ま
し
て
も
同
じ
で

あ
り
ま
し
て
、
限
ら
れ
た
敬
神

者
で
な
く
広
く

一
般
の
氏
子
と

し
て
敬
神
の
念
を
よ
り
強
く
持

っ
て
戴
き
た
い
と
念
願
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
此
の
春

（別
掲
）
の
よ

う
に
特
別
心
配
し
て
下
さ

っ
た

「
に
わ
か
衣
裳
」
が
豪
幸
に
更

新
さ
れ
、
又
昔
乍
ら
の
懐
し
い

ホ
ウ
ズ
キ
灯
提
が
百
余
灯
寄
進

さ
れ
、　
一
段
と
賑
々
し
く
奉
納

さ
れ
た
こ
と
を
神
社
の
使
い
役

を
預
か
る
総
代
共
々
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
祭
事
毎
に
御
奉
仕
下
さ
る

日
頃
は
教
養
部
の
行
事
に
御

協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
教
養
部
は
各
部
落
よ

り
選
出
さ
れ
た
十
二
名
の
部
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
度
始
め
に

一
年
間
の
行
事

予
定
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

六
月
中
旬
　
　
講
演
会

七
月
二
十
日
　
萩
の
里
ま
つ
り

九
月
二
十
五
　

カ
ラ
オ
ケ
大
会

十
月
十
五
日

・
十
六
日

文
化
ま

つ
り

十
月
十
六
日
　
敬
老
会

六
十
四
年
二
月
中
旬

地
元
町
議
と
の
懇
談
会

以
上
の
行
事
を
視
聴
覚
部
と

と
も
に
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
様
式
も
多
様
化
さ
れ
人

の
集
ま
る
機
会
も
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
時
代
と
な

っ
て
き
ま

し
た
が
教
養
部
の
行
事
は
下
市

田
区
の
各
団
体
、
区
民
の
皆
様

の
御
協
力
を
得
ま
し
て
進
め
て

ま
い
る
わ
け
で
す
の
で

一
年
間

の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
又
高
齢
者
か
ら
子
供
さ

ん
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

一
時
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
教
養
部
員
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
御
希
望
、
御
意
見
が

有
り
ま
し
た
ら
部
落
長
さ
ん
か

地
元
の
教
養
部
員
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

新
刊
が
入

っ
て
い
ま
す

下
市

田
図
書
館

の
活
用
を

図
書
部
長
　
林
　
　
豊

新
年
度
に
当
り
、
図
書
部
の

予
定
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

毎
月
十
五
日
十
月
～
四
月
ま

で
は
七
時
三
十
分
よ
り

一
時
間
、

五
月
～
九
月
は
八
時
よ
り

一
時

又
、
八
月
頃
新
刊
図
書
約
六

十
冊
の
購
入
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
御
希
望
の
本
が
有
り

ま
し
た
ら
近
く
の
図
書
部
員
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

体
育
部
事
業

の
反
省
と

六
十
三
年
度
に
思
う

体
育
部
長
　
上
沼
俊
彦

六
十
二
年
度
も
、
計
画
致
し

ま
し
た
事
業
も
終
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
今
迄
の
反
省
の
上

に
立
ち
少
し
で
も
大
勢
の
区
民

の
皆
様
方
が
参
加
い
た
だ
け
る

様
に
考
え
、
種
目
の
選
定
を
考

え
事
業
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
当
に
部
落
の
皆
様
方
の

御
協
力
に
よ
り
大
会
が
盛
大
に

出
来
ま
し
た
事
に
対
し
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
又
昨
年
度
は
町

制
三
十
周
年
と
言
う
中
で
町
民

大
運
動
会
も
開
催
さ
れ
、
部
落

逼顧懸

楊
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下
市
田
の
区
、
常
会
に
つ
い
て

休

田
　
戸
　
純
　
市

六

　

　

　

区

六
区
は
出
砂
原
地
区
の
こ
と

で
、
大
島
川
を
挟
ん
で
吉
田
区

に
接
し

（尤
も
元
天
竜
社
の
南

か
ら
山
路
医
院
の
辺
に
通
じ
て

川
寄
り
は
吉
田
地
籍
で
あ
る
）

北
は
国
道

一
五
三
号
線
を
境
に

一区
、
西
は
二
区
と
隣
合
い
、
南

は
天
竜
川
に
至

っ
て
豊
丘
村
と

対
し
、
主
と
し
て
商
工
業
を
中

心
と
し
た
集
落
で
あ
る
。
元
は

二
区
の
内
で
あ

っ
た
が
、
戦
後

二
十
年
代
初
め
に
、
産
業
、経
済
、

交
通
の
急
激
な
変
遷
で
特
殊
な

地
域
と
し
て
発
展
し
た
の
を
契

機
に
、
六
区
と
し
て
独
立
し
た
。

も
と
も
と
明
神
の
舟
渡
が
あ
り
、

明
治
四
十
二
年
に
吊
橋
が
架
け

ら
れ
、
大
正
十
二
年
二
月
、
伊

那
電
気
鉄
道
が
開
通
に
な
り
、

市
田
駅
が
設
け
ら
れ
、
交
通
、運

輸
の
大
革
新
が
も
た
ら
せ
れ
た
。

昭
和
七
年
に
県
営
工
事
で
現
在

の
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
て
、

竜
東
、
竜
西
を
結
ぶ
交
通
、文
化
、

生
活
上
の
要
衝
と
し
て
、
益
々

重
要
地
域
と
な

っ
た
。

経
済
の
中
心
も
自
ず
か
ら
出

砂
原
に
移
り
、
銀
行
、郵
便
局
、

警
察
官
駐
在
所
が
設
立
さ
れ
、

タ
ク
シ
ー
会
社
、
旅
館
、
料
亭
　
　
次
に
常
会
の
配
置
図
を
掲
載

な
ど
も
出
来
た
。
劇
場
、
百
貨
　
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た

店
な
ど
あ

っ
て
、
戦
前
は
盛
況
　
だ
き
た
い
。

を
極
め
た
時
代
も
あ

っ
た
。
し

か
し
乍
ら
二
十
六
年
の

災
害
以
後
、
急
激
な
自

動
車

（特
に
ト
ラ
ッ
ク
）

の
増
加
に
よ
り
、
運
輸

関
係
に

一
大
変
革
が
起

き
る
と
同
時
に
、
街
の

様
想
も

一
変
、
吉
田
河

原
の
国
道
端

へ
移
転
す

る
工
場
、
商
店
が
続
出

し
て
、
昔
日
の
面
影
を

失
い
、
一時
盛
況
だ
っ
た

天
竜
舟
下
り
も
色
褪
せ

て
、
利
用
客
も
減

っ
て

淋
し
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
い

ま
部
落
会
あ
げ
て
活
性

化
の
為
に
種
々
施
策
を

講
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
毎
年
催
さ
れ
る
打
上

げ
花
火
、
灯
籠
流
し
は
、

夏
の
風
物
詩
と
し
て
県

下
に
名
を
馳
せ
活
況
を

呈
し
て
、
益
々
盛
ん
で

あ
る
。
六
区
は
現
在
（六
三
・

三

・
一
）
十
二
常
会
、

一
九
〇
戸
で
あ
る
。

６３
年
度
お
祭
り
に
つ
い
て
（知
月
二網）

萩
山
神
社
春
祭
り
獅
子
舞
で
獅
子
曳
き
を
担

当
さ
れ
る
方
々
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

松

王

梅

王

桜

丸

上
　
沼エハ

仲
　
平三

佐
々
木五

（小
五
年
）

・
昇（小
五
年
）

・
隆（小
六
年
）

・
二早

区勝 区知 区俊

父久 父 明 父亮

←至飯田 国道 153号線 至松川→

出
砂
原
バ

イ
パ

ス

下市田六区常会配列略図
↑
至
上
市
田

第 1

明神橋

至豊丘
↓

N

↑
至
飯
田

町
駐
車
場

キ

第10常会

中央公園
山路医院

第5常会

厚
生
連
診
療
所

第2常

第1常会

区
報
十

一
号

「
町
制
三
十
周
年
記

一念
民
俗
芸
能
祭
詠
進
歌
」

一七
、
田
戸
純
市
さ
ん
の
短
歌
を
、
次

一
の
と
お
り
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

一

「
町
少
れ
て
三
十
の
計
競
ず

つ

一　
　
　
稚ち
帰
の
野
く
手
に

獅
子
は
練
り
舞
ふ
」

ヽ

ヽ

正
Ｔ
Ｊ
一ゴ
ロ
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シ

リ

ー

天
竜
川
沿

岸
の
肥
沃
な

土
地
に
、
敷

地
面
積
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル

の
面
積
を
有

し
、
中
央
に

十
米
幅
員
の

道
路
を
挟
み
、

十
六
の
企
業

で
形
成
さ
れ

た
、
下
市
田

工
業
団
地
は
、

他
に
類
を
見

な
い
、
雄
大

な
工
業
団
地

が
完
成
し
つ

つ
あ
る
。
こ

れ
は
偏
に
行

政
機
関
が
、

企
業
誘
致
の

●

約
六
百
名

本
社
、
食
品
研
究

所
、
五
工
場

（天

竜
第

一
、
第
二
、

飯
田
、
伊
那
、
高

森
各
工
場
）

営
業
関
係
支
店
二

ゼ
ロ
を
目
指

し
、
無
事
故

記
録
延
長
を

更
新
中
で
す
．

私
ど
も
の

会
社
は
、
創

業
以
来
二
九

〇
年
の
歴
史

を
も

つ
、
綿

半
鋼
機
関
を

母
体
と
す
る

″
綿
半
野
原

企
業
グ
ル
ー

プ

″
の

一
員

で
あ
り
ま
す

が
、
他
に
こ

の
飯
田
地
域

に
所
在
す
る

綿
半
リ
ビ
ン

地
域
社
会
と
共
に
あ
ゆ
む

旭
松
食
品
株
式
会
社
高
森
工
場

工
場
長

下

田

　

明

積
極
的
な
取
組
み
と
、
工
業
団

地
と
し
て
の
将
来
の
展
望
に
立

ち
、
地
域
社
会
の
方
々
の
深
い

理
解
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。―
当
社
の
お
い
た
ち
―

創
　
　
立
　
Ｓ
２５

・
１２

・
１９

従
業
員
数

事

業

所

ヽヽ
._‐

ケ
所
（東
京
。大
阪
）

営
業
所
八
ケ
所

事
業
内
容
　
凍
豆
腐
、
即
席
味

噌
汁
、
納
豆
、
味

付
け
油
揚
げ
な
ど

の
チ
ル
ド
食
品
、

お
よ
び
食
品
素
材

（大
豆
加
工
食
品
）

等
、
食
料
品
製
造

販
売

売

上

高
　
九
十
四
億
円

高
森
工
場
は
チ
ル
ド
事
業
拡

充
の
た
め
、
Ｓ
６１

・
１０

・
１５
本

格
操
業
に
入
り
、　
″
な

っ
と
う

い
ち

″
は
順
調
に
操
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

―
経
営
理
念
―

「品
質
第

一
」

「参
画
経
営
」

「自
主
挑
戦
」

社
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
欲
と
責
任

を
も

っ
て
、
経
営
目
標
達
成
に

努
め
、
よ
り
よ
い
食
品
を
提
供

す
る
こ
と
に
依

っ
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
全
員
の
努
力

を
傾
注
し
て
い
ま
す
。

当
町
の

「生
活
環
境
整
備
」

と

「
緑
と
福
祉
と
文
化
の
町
づ

く
り
」
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
農
工

商
が

一
体
と
な

っ
て
、
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
お
ら
れ
、
そ
れ

に
応
え
る
べ
く
、
企
業
努
力
は

当
然
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ

り
ま
す
。

地
域
社
会
と
の
共
存
共
栄
を
め
ざ
す

綿
半
工
営
株
式
会
社
飯
田
工
場

綿
半
建
材
工
業
、
綿
半
緑
化
の

各
関
係
会
社
と
共
に
、
企
業
グ

ル
ー
プ
の
経
営
理
念
で
あ
る
「地

域
社
会

へ
の
よ
り
良
き
貢
献
」

を

一
層
実
践
す
べ
く
、
現
業
を

通
じ
て
役
職
員

一
同
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
誌
面
を
お
借
り
し
て
今
後
と

も
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

×

×
　
　
×

私
ど
も
の
会
社
は
建
築
構
造

物
の
鉄
骨
工
事
を
主
業
務
と
し

て
お
り
、
最
近
の
主
な
施
工
工

事
に
は
飯
田
美
術
博
物
館
や
蘇

南
高
校

・
豊
丘
北
小
学
校
の
鉄

骨
工
事
が
あ
り
、
伊
那
谷
に
お

け
る
最
大
規
模
の
工
場
と
し
て

大
型
物
件
の
鉄
骨
工
事
に
は
全

ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
程
各
工
事

に
関
係
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
旧
松
尾
の
工
場
が
業
容
の

拡
大
に
伴
い
狭
離
と
な

っ
た
こ

と
か
ら
、
吉
川
町
長
様
を
始
め

と
す
る
ご
関
係
各
位
の
お
力
添

え
を
頂
き
、
下
市
田
工
業
団
地

へ
の
移
転
進
出
を
果
す
こ
と
が

叶
い
ま
し
て
、
昨
年
四
月
に
新

工
場
が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

工
場
規
模
は
約

一
万
平
方
米
の

敷
地
に
、
工
場
棟
と
事
務
所
、

現
寸
場
の
三
棟
か
ら
成

っ
て
い

ま
す
。
鉄
骨
工
事
は
建
物
の
骨

格
を
な
す
重
要
な
部
分
で
あ
り

技
術
高
度
化
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
最
新
鋭
の
機
械
設
備
が
、
穴

明
け
、
切
断
、
溶
接
、
塗
装
の

各
部
署
に
設
置
さ
れ
、
効
率
的

な
製
作
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

少
々
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
、

設
計
図
か
ら
の
加
工
過
程
に
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
現
寸
管

理
に
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
又
超

音
波
に
よ
り
溶
接
欠
陥
を
発
見

す
る
精
度
の
濃
い
製
品
管
理
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
又
現
場
迄

の
運
搬
や
組
立
中
の
作
業
災
害

グ

ス
ト
ア
ー
、

綿
半
電
気
館
、

綿
半
ホ
ー
ム

エ
イ
ド
、
綿

半

レ
ン
タ
ル

シ
ョ
ッ
プ
、

下 市 田 区 報

_ド ー・

押

ゝ
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一史．跡
め
ぐ
け
シ
リ
■
ズ
囲

一

一

∵
―

二
・
・・三

ｔ

，

一

・・．Ｉ

Ｉ
Ｉ

宝
　
　
勝
　
　
水

福
　
島
　
光
二
郎

下
市
田
の
古
瀬
地
籍
に
あ
り

角
田
原
の
段
丘
の
下
の
谷
あ
い

萩
山
神
社
の
北
方
に
当
る
谷
の

ど
ん
ぜ
り
に
、
清
冽
な
清
水
が

湧
き
出
て
い
る
所
が
あ
る
。

萩
山
神
社
よ
り
下
段

一
帯
の

安
養
寺
附
近
は
、
良
質
な
飲
料

水
が
な
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
を

水
源
と
す
る
簡
易
水
道
仲
間
が

昔
か
ら
出
来
て
い
た
。

室
町
時
代
に
、
当
地
の
領
主

で
あ

っ
た
松
岡
氏
が
こ
の
清
水

を
宝
勝
水
と
名
づ
け
、
代
々
の

領
主
は
、
安
養
寺
の
茶
室
で
茶

会
を
催
し
た
と
語
り
伝
え
ら
れ

て
居
り
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て

も
飯
田
城
主
の
堀
候
は
、
安
養

寺
の
庭
に
あ

っ
た
丈
六
の
桜
の

咲
く
頃
に
、
し
の
び
で
来
遊
さ

れ
茶
会
を
開
く
の
を
恒
例
と
さ

れ
た
と
云
う
。

近
年
、
前
飯
田
市
長
で
あ

っ

た
松
井
卓
治
氏
は
、
名
水
と
し

て
世
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
猿
倉

の
泉
で
野
立
の
行
わ
れ
た
際
に
、

こ
の
さ．
る。
く。
ら
の
泉
の
名
水
に

勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
名
水
が
昔
か

ら
下
市
田
の
安
養
寺
の
茶
室
に

引
か
れ
て
い
て
宝
勝
水
と
云
う

の
が
あ
る
と
披
露
し
た
と
云
う
。

こ
の
清
水
は
水
源
地
よ
り
約

二
百
米
竹
管
で
引
下
し
萩
山
神

社
の
凡
そ
北
三
十
米
の
場
所
で

お
宮
に
分
水
し
旧
校
長
住
宅
、

旧
下
市
田
学
校

へ
も
給
水
し
、

更
に
管
を
伸
ば
し
て
安
養
寺
に

至

っ
て

い
た
。
こ
の

太
郎
ら

の
家
々

が
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
居

た
。昔
の
こ
と
で
あ
り
、
水
道
管

は
丸
竹
を
用
い
継
手
は
松
材
を

枕
と
し
て
延
長
は
三
百
米
あ
ま

り
の
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
保
守

・
管
理
は
大
変
な

も
の
で
あ
り
、
年
々
の
手
入
れ

と
五
、
六
年
毎
の
大
改
修
に
は

多
大
な
資
金
、
資
材
、
労
力
を

要
し
た
。

こ
の
水
道
の
維
持
に
当

っ
て

は
、
安
養
寺
が
中
心
と
な

っ
て

神
社
、
学
校
、
各
戸
が
水
道
仲

間
と
し
て
、
協
力
し
あ

っ
て
長

い
間
、
ゆ
い
し
ょ
あ
る
宝
勝
水

を
守
り
つ
づ
け
た
。

こ
の
浄
水
が
い
つ
ま
で
も
枯

れ
ず
、
汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
様
に
と
云
う
い
の．
り。
を
こ
め

て
、
法
華
塔
が
建
立
さ
れ
た
の

は
、
い
ま
よ
り
百
六
十
年
前
の

文
政
十

一
年
の
四
月
の
こ
と
で

安
養
寺
の
欧
厳
和
尚
の
代
で
あ

っ
た
。
こ
の
塔

の
建

て
ら
れ
た
場
所

は
、
中
村
耕
地

の
共
有
地

で
あ

る
古
瀬
地
籍

の
九
八
六
番
地
で

雑
木

に
か
こ
ま
れ
て
居
る
場
所

で
あ
る
。

こ
の
碑

の
あ

っ
た
奥

に
山

の

神
が
杷
ら
れ
例
祭
は
そ
の
都
度

同

一
の
日
に
行
わ
れ
て
来

て
い

る
。近
年
に
至

っ
て
五
年
ほ
ど
前

に
法
華
塔
を
安
養
寺
の
北
裏

へ

造
ら
れ
た
石
庭
の
高
処

へ
移
さ

れ
た
。
こ
の
塔
の
高
さ
は

一
米
四
十

セ
ン
チ
、
横
幅

一
米
あ
り
大
き

な
台
石
の
上
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
正
面
に
彫
の
深
い
大
文
字

で
法
華
塔
と
あ
り
、
右
側
に
八

大
竜
神
、
左
側
に
護
法
善
神
、

更
に
そ
の
外
両
側
に
竜
が
浮
彫

り
と
な

っ
て
い
る
。

碑
の
石
質
も
良
く
、
立
派
な

塔
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
碑
の
あ
る
と
こ

ろ
は
、
寺
の
境
内
の
奥
に
あ
り
、

以
前
の
場
所
と
異
り
自
由
に
お

参
り
し
に
く
い
環
境
に
あ
る
。

こ
の
碑
は
宝
勝
水
の
守
護
の

た
め
建
て
ら
れ
た
塔
で
あ
り
、

こ
の
碑
に
は
、
関
係
者
の
共
有

の
観
念
が
土
着
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

建
立
し
て
以
来
、
百
六
十
年
、

中
村
耕
地
の

一
区
画
の
林
の
中

に
安
置
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
さ
い
原
状
べ

の
復

帰
が
好
ま
し
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。高
山
に
美
し
く
咲
く
、
し
ゃ

く
な
げ
を
庭
に
移
し
植
え
て
も

育
た
な
い
し
、
風
越
山
の
ま
ん

さ
く
の
紅
葉
が
よ
い
と
庭
に
植

え
て
も
美
し
い
紅
葉
を
せ
ぬ
様

こ
。
『
野
に
お
け
れ
ん
げ
草
』
と

云
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

小 山 助 奈 屋 間
川 清
｀
川
｀ ｀

米 八 加 治 伊 藤

『
に
わ
か
』衣
裳
の
更
新
に
寄
せ
て

保
存
会
長
　
上
　
沼
　
利
　
造

絢
爛
た
る
「
に
わ
か
」
の
衣
裳
　
ご
配
慮
で
材
料
を
心
配
し
て
下

伝
統
芸
能
を
彩
る
美
し
さ
ノ
　
　
さ
れ
、
そ
れ
を
日
赤
奉
仕
団
役

萩
山
神
社
の
春
の
祭
典
に
は
、
員
の
皆
さ
ん
が
、
何
日
も
仕
立

獅
子
舞
や
囃
子
屋
台
が
、
ふ
る
　
奉
仕
を
さ
れ
て
縫
い
上
げ
た
も

さ
と
の
長
い
伝
統
芸
能
と
し
て
、
の
で
、
今
年
五
種
類
の

「
に
わ

氏
子
区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
　
か
」
の
衣
裳
の
更
新
に
よ
り
、

れ
て
き
ま
し
た
が
、
数
年
前
に
　
正
に
面
目

一
新
伝
統
芸
能
の
美

獅
子
曳
の
、
そ
し
て
今
年

「
に
　
し
さ
を

一
段
と
引
き
立
て
る
も

わ
か
」
の
衣
裳
が
、
装
い
も
新
　
の
と
思
い
ま
す
。

た
に
登
場
し
て
、
見
物
の
皆
さ
　
　
輝
し
い
伝
統
の
行
事
と
共
に

ん
の
眼
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
と
　
特
志
家
の
心
を
汲
ん
で
こ
の
衣

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
裳
も
、
末
長
く
大
切
に
保
存
じ

こ
の
こ
と
は
何
れ
も
早
川
衣
　
て
行
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す

裳
早
川
義
市
さ
ん
が
、
格
別
の

ヽ_

ヽ

4 0.
黒
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「近
所
の
友
だ
ち
と
共
に
」

宿
泊
研
修
を
終
え
て

四
区
育
成
会

　

林

　

　

昭

　

治

去
る
二
月
十
三
日
町
の
教
育
　
の
し
か
た
を
学
ば
せ
る
。

委
員
会

・
学
校

・
部
落

・
父
兄
　
　
去
年
の
十
月
頃
よ
り
少
年
の

そ
の
他
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
　
家
の
委
員
の
玉
置
先
生
よ
り
お

に
よ
り
、
四
区
育
成
会
の
事
業
　
話
し
が
有
り
幾
度
も
会
議
を
持

と
し
て
宿
泊
研
修
が
出
来
ま
し
　
ち
、
少
年
の
家
の
木
下
先
生
の

た
。
阿
南
少
年
の
家
の
先
生
方
　
説
明
も
有
り
、
宿
泊
研
修
に
行

に
は
心
か
ら
優
し
く
、
時
に
は
　
く
事
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

厳
し
く
、
親
切
に
御
指
導
下
さ
　
　
費
用
に
つ
い
て
は
、
お
正
月

れ
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
　
の
お
年
玉
を
節
約
し
て
そ
の
費

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
に
し
よ
う
と
決
め
た
。
食
費
、

参
加
者
二
十
九
名
、
付
添
者
　
帰
り
の
交
通
費
は
各
人
負
担
、

六
名
、
育
成
会
役
員
三
名
　
　
　
教
材
費
、
水
引
き
材
料
費
そ
の

テ
ー
マ
＝
近
所
の
友
だ
ち
と
共
　
他
は
育
成
会
補
助
。

に
仲
間
と
の
共
同
生
活
の
体
験
。
　

子
供
達
は
四
班
に
編
成
さ
れ
、

目
的
＝
共
同
生
活
を
体
験
さ
せ
　

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
男
女

る
こ
と
に
よ
り
社
会
生
活
の
ル
　
混
成
。
班
長
は
高
学
年
、
食
事
、

―
ル
や
、
き
ま
り
の
よ
い
生
活
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
美
化
、

生
活
、
保
健
の
係
を
分
担
ｃ

高
学
年
の
子
供
が
優
し
く
指

導
す
る
。
そ
れ
に
従
い
協
力

す
る
低
学
年
の
い
じ
ら
し
さ
。

そ
れ
が
い
じ
め
の
無
い
本
来

の
教
育
の
姿
で
は
な
い
か
と

思
う
。
活
動
と
し
て
は
夜
の

キ
ャ
ン
ド
ル
の
つ
ど
い
、
水

引
き
工
芸
、　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
、
室
内
ゲ
ー
ム
。
来
た
時

よ
り
も
美
し
く
整
理
整
頓
、

皆
で

一
生
懸
命
頑
張

っ
た
。

早
稲
田
か
ら
温
田
ま
で
バ
ス
、

各
人
に
渡
さ
れ
た
お
金
を
下

車
時
バ
ス
の
料
金
箱
に
入
れ
た
。
リ
ホ
ー
ム
に
歩
く
姿
に
喜
び
と

温
田
駅
の
出
札
口
に
小
さ
い
手
　
満
足
感
が
漂

っ
て
い
た
。

で
お
金
を
出
し
元
善
光
寺
ま
で
　
　
来
年
は
全
員
が
参
加
す
る
様

子
供

一
人
、
初
体
験
で
あ
る
。
　

に
し
よ
う
と
約
束
し
て
散
会
し

キ

ッ
プ
を
持

っ
て
改
札
口
よ
　
た
。

日
赤
第
一
分
団
の
お
仕
事
の
一部
を

藤
　
松
　
定
　
子

（五
区
）

有
難
い
こ
と
に
区
長
さ
ん
始

め
お
宮
様
の
関
係
、
又
下
市
田

公
民
館
の
関
係
の
方
よ
り
い
ろ

い
ろ
と
呼
び
か
け
て
頂
き
仕
事

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

先
ず
春
の
萩
山
神
社
の
祭
典
の

1 _. ■ 里 |:   |.  
‐.

「皇
居
の
お
掃
除
に
ゆ
け
ば

皇
居
内
が
見
学
出
来
る
」
と
い

う
甘
い
考
え
で
日
赤
奉
仕
団
に

入
れ
て
頂
い
た
の
が
何
年
前
の

事
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
考

え
て
み
ま
す
と
冷
汗
の
出
る
思

い
で
す
。
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
か

け
て
吹
上
御
所
の
お
庭
迄
も
お

掃
除
さ
せ
て
頂
き
、
両
陛
下
を

仰
い
で
感
激
し
て
帰

っ
た
も
の

で
し
た
。
そ
の
後
先
輩
の
方
々

に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
い
て
奉

仕
団
の
内
容
が
順
々
に
分

っ
て

ま
い
り
、
そ
の
大
切
さ
を
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
奉
仕
団

の
目
的
は
団
員
の
労
力
、
能
力
、

時
間
を
社
会
の
為
に
奉
仕
す
る

こ
と
で
あ
り
、
又
社
会
福
祉
増

進
の
為
身
近
な
所
か
ら
お
手
伝

い
し
、
政
治
や
宗
教
に
は
中
立

の
立
場
を
と
る
と
い
う
原
則
に

も
と
づ
い
て
行
動
し
て
お
り
ま

す
。
本
団
の
お
仕
事
は
委
員
長

さ
ん
よ
り
の
伝
達
に
よ

っ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
こ

で
は
私
共
分
団
の
事
業
の

一
部

を
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
刊
図
書
紹
介

六
十

二
年
九
月
購
入
分

ｏ
死

へ
の
準
備

千

葉

敦

子
　
朝
日
新
聞
社

ｏ
ブ

ッ
ダ
第
２

・
３
巻

手

塚

治

虫

潮

出

版

社

ｏ
塀
の
中
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

安

部

譲

二

講

談

社

ｏ
こ
ん
な
女
に
三
度
と
会
い
た

く
な
い
　
鈴
木
健
一
一　
三
笠

ｏ
ラ
バ
ー
ズ

・
オ
ン
リ
ー

山

田

詠

美

角

川

書

店

ｏ
サ
ラ
ダ
記
念
日

俵
　
万
智
　
河
出
書
房
新
社

ｏ
女
の
人
生
度
胸
し
だ
い

広
瀬
久
美
子
　
リ

ヨ

ン
社

ｏ
姑
は
つ
ら
い
よ

西
川
勢
津
子
　
Ｐ
　
Ｈ
　
Ｐ

ｏ
鍋
　
の
　
中

村
田
喜
代
子
　
文
芸
春
秋
社

ｏ
わ
が
恋
う
人
は

遠

藤

周

作

講

談

社

ｏ
乳
ガ
ン
な
ん
か
に
敗
け
ら
れ
な

い
　
千
葉
敦
子
　
文
芸
春
秋

ｏ
武
田
信
玄
（上
）
。
（下
）

土

橋

治

重

三

笠

書

房

ｏ
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
が
行
く
わ
よ

黒

柳
　
朝

　

主
婦
と
生
活

ｏ
夕
や
け
こ
や
け
で
ま
だ
日
は

暮
れ
ぬ

　

佐

藤

愛

子

ｏ
ひ
か
り
６２
号
の
殺
意

西
村
京
太
郎
　
新
　
潮
　
社

ｏ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
父
よ
り
息
子

へ
３０
通
の
手
紙
　
城
山
二
郎

ｏ
母
の
言
い
ぶ
ん

高

森

和

子

鎌

倉

書

房

ｏ
朱
夏
の
女
た
ち
（上
）
・
（下
）

五

木

寛

之
　
文
化
出
版
局

ｏ
ふ
た
り
で
探
偵

平

岩

弓

枝

新

潮

社

ｏ
別
れ
ぬ
理
由

渡

辺

淳

一

新

潮

社

ｏ
忘

我

の

記

中

里

恒

子

文

芸

春

秋

ｏ
花
咲
い
て
花
散

っ
て
今

木

村

　

梢
　
文
化
出
版
局

ｏ
雪
　
舞
　
い

芝

木

好

子

新

潮

社

ｏ
黒
い
森
の
記
憶

赤

川

次

郎

角

川

文

庫

ｏ
悪
妻
に
捧
げ
る
レ
ク
イ
エ
ム

ｏ
た
と

へ
ば
風
が

赤

川

次

郎

角

川

文

庫

ｏ
早

春

物

語

赤

川

次

郎

角

川

文

庫

ｏ
プ

ロ
野
球
夢
球
場

江

本

孟

紀

サ

ン

ケ

イ

ｏ
白

い

雨

赤
川
次
郎

光
文
社
文
庫

＼

参
拝
に
始
ま
り
、
お
祭
り
の
関

係
の
方
に
召
し
上
が

っ
て
頂
く

お
に
ぎ
り
を
作
ら
せ
て
頂
き
ま

す
。
班
長
さ
ん
方

一
丸
と
な

っ

て
作
る
お
に
ぎ
り
を
お
祭
り
の

方
々
に
召
し
上
が

っ
て
頂
く
事

は
何
か
手
の
暖
か
み
が
通
じ
る

思
い
で
、
皆

一
生
懸
命
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
団
で
も
九
月

一
日

の
防
災
訓
練
の
折
に
は
消
防
の

方
々
の
為
に
た
く
さ
ん
の
お
に

ぎ
り
を
作
ら
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

お
祭
り
の
時
で
馴
れ
て
居
り
ま

す
の
で
手
際
が
よ
い
と
自
賞
自

讃
し
て
お
り
ま
す
。
尚
今
年
は

お
祭
り
に
用
い
ま
す
俄
の
衣
裳

を
作
ら
せ
て
頂
き
、
よ
い
記
念

に
な
る
と
、
皆
様
苦
労
は
し
ま

し
た
が
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

奉
仕
団
の
内
容
の
ほ
ん
の

一

部
し
か
紹
介
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
福
祉
の
関
係
や
防
災
、

又
救
急
看
護
の
方
法
な
ど
、
そ

の
仕
事
の
本
当
に
大
切
な
こ
と

を
し
み
じ
み
感
じ
、
先
輩
の
皆

様
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
事
が

末
永
く
引
き

つ
が
れ
て
ゆ
か
れ

ま
す
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。

×

×

×
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小
中
学
生
の
作
文

あ

本

ヽ
ノ
θ

．

中
三
　
一二
　
島

昨
年

一
年
間
私
が
か
け
る
卓

球

へ
の
情
熱
は
、
前
年
以
上
に

強
い
も
の
で
し
た
。
私
は
、
前

年
の
新
人
戦
か
ら
選
手
と
し
て

国
体
戦

・
個
人
戦
共
に
出
場
さ

せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
し
か
し

あ
ま
り
目
ざ
ま
し
い
活
躍
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
冬

の
間
、
部
活

へ
は
一〇
〇
％
出
席

し
、
家
で
は
サ
ー
ビ
ス
練
習
、
体

力
作
り
と
、
毎
日

一
生
懸
命
練

習
に
は
げ
み
、
朝
起
き
て
夜
ね

る
ま
で
、
本
当
に
卓
球
の
こ
と

し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

岡
本

・
塩
沢
両
先
輩
に
、
最

初
は
五
本
、
そ
し
て
十
本
、
十

三
本
、
十
五
本
、
二
十
本
…
…

二
月
～
二
月
に
か
け
て
、
や
っ

香

（
一
区
）

と

一
試
合
勝
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
も
毎
日
毎
晩
練
習

を
欠
か
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「今

日
は
練
習
い
や
だ
な
］

と
か

「
こ
ん
な
に
苦
し

い
の
な
ら
卓
球
や
め
よ

う
か
な
」
と
何
度
と
な

く
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
帯
刀

先
生
や
、
両
親
に
は
げ
ま
さ
れ

て
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ど

ん
ど
ん
日
は
過
ぎ
、
あ

っ
と
い

う
間
に
中
体
連
地
区
大
会
当
日

が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
団
体

戦
で
は
、
北
信
越
大
会
で
優
勝

し
た
鎮
西
ひ
ろ
み
さ
ん
に

一
セ

ッ
ト
と
り
、
十
八
本
と
、
十
三

本
と

っ
て
負
け
ま
し
た
が
、
こ

こ
で

一
セ
ッ
ト
と

っ
た
こ
と
に

よ
り
、
は
や
く
も
冬
の
間
の
練

習
の
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。
個

人
戦
で
は
、　
一
試
合
、
二
試
合

と
、
ど
ん
ど
ん
勝
ち
進
ん
で
行

き
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
、

Ｐ
め
一
ｏ
耐
口
一
に
入

っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
勝
て
ば
”
ｏ∽一
いｏ
属
・

ね
　
　
ず小

四
　
倉

夜
、
お
父
さ
ん
と
ぼ
く
と
、

お
ね
え
さ
ん
と
で
、
ね
ず
み
取

り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

ふ
く
ろ
と
ね
ず
み
取
り
と
、

つ
か
む
物
を
持

っ
て
行
き
ま
し

た
。そ
う
し
て
、
見
て
み
た
ら
、

ね
ず
み
が
み
ご
と
に
つ
か
ま

っ

み
沢

信

義

（
二
区
）

て
い
ま
し
た
。

ど
く
を
飲
ん
で
、
苦
し
く
て

弱

っ
て
い
ま
し
た
。

「助
け
て
］
と
言

っ
て
る
み
た

い
で
し
た
。

ぼ
く
と
お
ね
え
さ
ん
が
、

「
か

わ
い
そ
う
」
と
言

っ
た

お

父
さ
ん
が

「
し
ょ
う
が
な
い
。

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
か

ら
］
と
言
い
ま
し
た
。

あ

い

さ

つ

小
六
　
古

わ
た
し
は
、
毎
朝
学
校

へ
い

く
と
中
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会

い
ま
す
。
わ
た
し
が
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
崚

と
、
あ
い
さ
つ
す
る
と
、

「
お
は
よ
う
崚

と
、
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
気
持
ち
の
良

い
事
で
す
。

で
も
、
わ
た
し
は
あ
い
き
つ

を
す
る
人
、
し
な
い
人
を
分
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
あ
の
お

じ
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ
す
る
と

ニ
コ
ニ
コ
し
て
返
し
て
く
れ
る

か
ら
言
お
う
］

「
あ
の
お
じ
さ

ん
は
言

っ
て
も
急
い
で
い
る
か

ら
、
あ
ま
り
言

っ
て
く
れ
な
い

の
で
、
言
わ
な
い
で
い
よ
う
」

と
、
言
う
よ
う
に
二
つ
に
分
け

て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
は
、
悪
い
と
は
自
分
で
も

思

っ
て
い
る
け
ど
、
ど
う
し
て

ぼ
く
は
、
し

ょ
う
が
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

次

の
日
死
ん
で
い
ま
し
た
。

瀬

友

美

（六
区
）

も
言
え
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
い

え
な
い
の
か
不
思
議
だ
と
思
い

ま
す
。
　
、

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
、
会

っ

た
人
に
は
、
き
ち
ん
と
だ
れ
に

で
も
言
お
う
と
思
い
ま
す
。

き

っ
と
、
だ
れ
に
で
も
あ
い

さ
つ
を
す
れ
ば
、
気
持
ち
が
よ

く
な
る
と
思
い
ま
す
。お

わ
り

編

集

後

記

時
の
過
ぎ
る
の
は
速
い
も
の

で
区
報
も
十
二
号
と
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
ま

す
ま
す
有
益
な
区
報
と
な
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

し
か
し
相
手
は
、　
一
年
年
上
の

と
て
も
強
い
人
で
新
人
戦
で
も

”
ｗ∽”
♂
菫
・
に
入

っ
た
の
で
、

も
う
半
分
以
上
あ
き
ら
め
か
け

て
い
ま
し
た
。
ニ
セ
ッ
ト
ロ
ま

で
、
一
―
一
で
い
い
勝
負
で
い
き

ま
し
た
。
三
セ
ッ
ト
ロ
、
十
七
―

十
で
、
七
点
差
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
の
ふ
ん
ば
り
で
十
点
連
取

し
て
、
十
七
―
二
十
と
な
り
、

逆
点
し
ま
し
た
。
ラ
ス
ト

一
本
。

う
い
て
き
た
。　
ス
マ
ッ
シ
ュ
′

入

っ
た

―
―
。

三
位
入
賞
で
し

た
。
南
信
大
会
で
も
三
位
に
入

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
大
会

進
出
と
い
う
出
場
権
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
そ
こ
ま

で
行
け
た
の
も
、
力
を
入
れ
て

教
え
て
く
れ
た
帯
刀
先
生
と
、

応
援
し
て
く
れ
た
両
親
、
そ
し

て

一
生
懸
命
球
拾
い
し
て
く
れ

た
部
員
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
し
か
し
地
区
大
会
で
勝

ち
を
決
め
た
あ
の

一
本
。　
一
生

懸
命
、
苦
し
い
練
習
に
た
え
て

き
た
私
だ
け
に
し
か
、
あ
の
時

の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
し

ょ
う
。
再
び
、
そ
の
よ
ろ
こ
び

を
味
わ
い
た
く
て
、
私
は
、
今
、

「卓
球
の
道
」
を
進
ん
で
い
る

ん
で
す
。

※

※

／

ｏ
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目
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ア
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